
目標値
（H27年3月時点）

平成２５年度　構成事業

①
（仮称）渡良瀬遊水
地まつり

ハード
ソフト
実行委
間接補

②
渡良瀬グランド多
目的広場関連施設
整備事業

ハード
ソフト
実行委
間接補

③
かぞ観光サイクリ
ングスタンプラリー

ハード
ソフト
実行委
間接補

④
Ｅボートレース２０１
３渡良瀬大会

ハード
ソフト
実行委
間接補

⑤
渡良瀬遊水地探鳥
ハイキング

ハード
ソフト
実行委
間接補

⑥ 情報発信事業

ハード
ソフト
実行委
間接補

437

130

構成事業名

（仮称）渡良瀬遊水地まつりや各種イベントにおいて遊水地の案内周知をおこなうほ
か、行政と地元関係団体との連携により実施することで、達成できると判断した。成果指標の達成見込み

【成果指標の達成見込み】

目標達成のための
具体的な方策

ラムサール湿地登録がされた渡良瀬遊水地の観光資源のＰＲを行い、さらには地域住民
が主体となって記念まつりを行い、多くの市民をはじめ利用者を拡大することにより、
地域の活性化、市の一体化を図る。

5,683

渡良瀬遊水地内に設置している加須市渡良瀬総合グランドを機能充実することにより、ス
ポーツ・イベントの活動拠点に位置づけし、ラムサール登録湿地登録された渡良瀬遊水地の
利用促進を図る。

1,000

事業の必要性、目的

年間利用者数(目標)（人）

（成果を検証する指標）

市のホームページで公表する。

利用者の地域利用を分析し、地域間利用の実績を見る。また、利用者を統計を取ることによ
り、渡良瀬遊水地の利用促進がなされているかの分析をする。

（上記の指標を設定した理由）

渡良瀬総合グランド利用者数

（成果検証の具体的な方法）

　加須市の北部に位置する渡良瀬遊水地が、2012年7月にルーマニアで開催された第１１回ラムサール
条約締約国会議において、ラムサール条約湿地（国際的に重要な湿地）に登録され。
　今後は、本来の機能である治水に配慮しつつ、ラムサール条約の理念である「賢明な利用」を図るた
め、市民や県、関係自治体と連携しながら、渡良瀬遊水地の利活用を進めていく。
　渡良瀬遊水地内に設置している加須市渡良瀬総合グランドの充実を図り、今後のラムサール条約登録
湿地を契機とした渡良瀬遊水地活用、主にイベント、スポーツ活動の拠点とするものである。

【成果指標と構成事業の関連性】

湖面利用という特徴を活かした事業としてＥボートレース大会を行うことで、ウォータース
ポーツでの渡良瀬遊水池利用促進及び周辺市町村の交流並びに地域振興に寄与するほか、多
くの参加者に渡良瀬遊水地のＰＲを図る。

概要・成果指標との関連性
ラムサール条約湿地（国際的に重要な湿地）に登録されたことを記念して、広大な水辺環境
を有する渡良瀬遊水地の保全活用を更に促進するため、（仮称）渡良瀬遊水地まつりを開催
し、本地のPR及び地域振興に資する。

加須市の観光スポットや特産品等を自転車で巡るスタンプラリーを主軸としたイベントを開
催し、渡良瀬遊水地をラリーポイントとすることで、加須市における観光を目的としたサイ
クリングの推進及び渡良瀬遊水地のPRを図る。

4,116

事業費（千円）

合計

成 果 指 標
現状値

（ 24年3月現在）

（成果の目標値）

稼働率(目標)（％）

18000

（施設建設等の場合）

住民への公表方法
及び特記事項

25成果指標設定年度

市町村名 加須市

平成25年4月～平成26年3月

13977

渡良瀬遊水地を利用したハイキングを行い、野鳥観察を通じて、豊な自然、歴史など渡良瀬
遊水地の魅力を再発見していただくとともに、多くの人達に渡良瀬遊水地のＰＲを図る 0

渡良瀬遊水地の概要や利活用情報を市ホームページに掲載し、観光ＰＲの充実を図る。ま
た、市で主催する様々なイベントや渡良瀬遊水地を会場とした各種団体が主催するイベント
等でも、渡良瀬遊水地のパンフを配布し、広く情報発信していく。

0

成果指標設定調書

【成果指標の設定】 年度

ラムサール条約湿地登録を契機としたまちづくり事業事業名

事業期間
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